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巨
大
都
市
・
東
京
は
国
内
有
数
の
〈
海
洋
都
市
〉
で
も
あ
る
。
最
南
端
に
沖
ノ
鳥
島
、
最
東
端

に
南
鳥
島
が
あ
る
こ
と
で
東
京
が
支
え
る
排
他
的
経
済
水
域
は
一
七
〇
万
平
方
キ
ロ
に
も
お
よ

ぶ
。
こ
の
海
域
に
連
な
る
の
が
伊
豆
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
な
ど
の
島
々
で
あ
る
。
漁
業
を
主
た

る
生
業
と
し
て
い
る
が
、
魚
価
の
低
迷
、
漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
と
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。
な
か
で
も
深
刻
な
の
は
、
磯
焼
け
に
よ
る
藻
場
の
荒
廃
や
サ
メ
、
イ
ル
カ
の
食
害
に

よ
る
漁
業
被
害
。
漁
業
が
成
り
立
っ
て
こ
そ
の
島
の
暮
ら
し
で
あ
り
、
島
の
営
み
が
海
域
を
守

っ
て
き
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
島
の
漁
業
を
再
興
す
べ
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
藻
場
の
再

生
・
保
全
事
業
な
ど
を
紹
介
す
る
。

住
民
一
人
が
六
〇
平
方
キ
ロ
ず
つ
の
海
を
背
負
う
東
京
の
島
々

島
び
と
の
気
概
が
支
え
て
い
る
島
々
の
漁
業

磯
焼
け
が
す
す
む
島
々
の
藻
場
再
生
と
保
全
を
支
援

被
害
額
が
億
単
位
に
の
ぼ
る
サ
メ
や
イ
ル
カ
の
食
害
対
策
も

海
と
島
の
日
本
・
Ⅴ
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わ
が
国
の
首
都
・
東
京
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
巨
大
都
市
・
過
密

都
市
・
国
際
都
市
な
ど
が
世
間
の
相
場
な
の
で
し
ょ
う
が
、
東
京
は

国
内
有
数
の
〈
海
洋
都
市
〉
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
東
京
に
は
、

日
本
の
最
南
端
と
最
東
端
の
島
が
あ
り
ま
す
。
沖
ノ
鳥
島
（
北
緯
二

〇
度
、
東
経
一
三
六
度
）
と
、
南
鳥
島
（
北
緯
二
四
度
、
東
経
一
五
三
度
）

で
す
。

加
え
て
、
こ
の
二
島
を
は
じ
め
東
京
の
島
々
（
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原

諸
島
）
が
支
え
る
二
〇
〇
カ
イ
リ
排
他
的
経
済
水
域
の
総
計
は
約
一

七
〇
万
平
方
キ
ロ
で
、
日
本
の
同
水
域
全
体
の
四
割
を
占
め
る
広
大

な
も
の
で
す
。

い
さ
さ
か
感
情
的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
の
島
が
支
え

る
広
大
な
海
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
東
京
は
〈
海
洋
都
市
〉
で

あ
る
と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

東
京
都
は
、
沖
ノ
鳥
島
が
支
え
る
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
と
い

う
国
益
を
守
り
、
日
本
が
実
効
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
示
す

た
め
に
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
沖
ノ
鳥
島
周
辺
海
域
で
の
漁
業
操
業

の
支
援
を
開
始
し
、
一
八
年
度
に
は
新
た
に
漁
業
調
査
指
導
船
「
興

洋
」
を
建
造
し
て
、
漁
場
開
拓
・
監
視
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

「
国
益
を
守
る
」「
実
効
支
配
す
る
」「
世
界
に
示
す
」
な
ど
と
勇
ま

し
く
表
現
し
て
い
る
の
は
、
沖
ノ
鳥
島
は
極
め
て
小
さ
い
無
人
の
島

な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
島
で
な
く
岩
だ
と
し
、
日
本
の
排
他
的
経
済

水
域
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
某
国
の
主
張
に
対
し
て
の
、
都
政
ト

ッ
プ
の
気
概
の
表
明
だ
か
ら
で
す
。

日
本
の
最
南
端
の
島
を
舞
台
に
し
た
、
排
他
的
経
済
水
域
の
維

持
・
利
用
の
取
り
組
み
に
参
画
す
る
こ
と
で
、〈
海
洋
都
市
〉
東
京

の
実
感
を
深
め
る
一
方
で
、
島
の
住
民
の
暮
ら
し
が
息
づ
き
、
喜
怒

哀
楽
が
交
錯
す
る
東
京
の
一
一
島
（
九
町
村
）
の
存
在
感
・
活
力
の

へ
の
関
心
が
、
筆
者
に
は
か
え
っ
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
島
の
存
在
感
・
活
力
の
源
泉
は
、
島
の
住
民
の

気
概
と
活
動
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
の
島
々
に
視
座
を
置
く
と
、
巨
大
都
市
・
東
京
の
存
在
感
や

活
力
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
東
京
の
人
口
は
約
一
三
〇
〇

万
、
そ
れ
に
対
し
て
一
一
島
の
人
口
総
数
は
二
万
八
〇
〇
〇
（
比
率

〇
・
二
％
）。
こ
の
数
字
が
如
実
に
物
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
島
固
有

の
稠
密
な
空
間
と
永
い
歴
史
、
そ
し
て
厳
し
い
自
然
に
培
わ
れ
て
き

た
、
生
活
に
密
着
し
た
濃
密
な
人
間
関
係
に
は
、
巨
大
都
市
東
京
の

住
人
は
ま
っ
た
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

東
京
の
島
々
の
存
在
感
・
活
力
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、
発
展
さ

せ
て
い
く
べ
き
な
の
か
│
│
。
ま
さ
に
難
問
で
す
。
筆
者
に
は
、
多

く
の
人
た
ち
の
共
感
を
呼
ぶ
解
決
の
方
向
性
は
、
い
さ
さ
か
単
純
で

す
が
、
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
島
人

し
ま
ん
ち
ゅ

ぬ
宝
』
の
歌
詞
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
必
要
条
件
と
し
て
は
「
島
の
光
」
を

住
民
一
人
が

六
〇
平
方
キ
ロ
ず
つ
の
海
を
背
負
う
東
京
の
島
々



29 しま 217  2009.3

さ
ら
に
輝
か
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
言
う
「
光
」
と
は
、
観
光
の
語
源
で
あ
る

「
観
国
之
光
」（
国
の
光
を
観
る
）
の
光
で
す
。
島
の
誇
り
、
住
民
の
気

概
、
歴
史
や
文
化
、
風
土
や
風
景
な
ど
、
東
京
の
島
の
光
輝
く
「
す

ぐ
れ
も
の
」
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が
、
必
要
条
件
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
と
く
に
強
調
し
た
い
の
は
、
島
の
光
に
濃
密
な
人
間
関

係
と
広
大
な
海
と
を
、
胸
を
張
っ
て
位
置
づ
け
る
べ
き
と
い
う
こ
と

で
す
。

東
京
の
島
が
支
え
る
排
他
的
経
済
水
域
は
約
一
七
〇
万
平
方
キ
ロ
、

東
京
の
島
々
の
人
口
は
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
、
島
の
住
民
一
人
当
た

り
の
排
他
的
経
済
水
域
は
約
六
〇
平
方
キ
ロ
（
山
手
線
内
側
の
面
積
と

ほ
ぼ
同
じ
）
で
す
。
胸
を
張
る
べ
き
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
六
〇

平
方
キ
ロ
と
い
う
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
並
み
の
広
大
な
海
を
背
負
っ
て
い

る
と
い
う
気
概
で
す
。

東
京
の
島
が
支
え
る
広
大
な
海
を
舞
台
と
す
る
経
済
活
動
の
主
役

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
漁
業
で
す
。
と
は
い
え
、
島
の
漁
業
の
規
模

は
小
さ
く
、
一
一
島
で
八
〇
〇
人
弱
の
漁
業
者
が
、
二
〇
ト
ン
未
満

の
漁
船
に
よ
る
日
帰
り
漁
を
主
体
に
、
年
間
四
〇
〇
〇
ト
ン
、
三
〇

億
円
ほ
ど
の
水
揚
げ
を
し
て
い
ま
す
。
単
純
平
均
す
る
と
一
人
当
た

特集 海と島の日本・Ⅴ

島
び
と
の

気
概
が
支
え
て
い
る
島
々
の
漁
業

沖ノ鳥島に上陸した
ときの筆者（平成17
年5月19日）。
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り
年
間
四
〇
〇
万
円
弱
の
水
揚
金
額
と
な
り
ま
す
。

東
京
の
島
の
漁
業
は
、
世
界
最
大
規
模
の
海
流
と
い
わ
れ
る
「
黒

潮
」
に
向
き
合
っ
て
展
開
さ
れ
る
伊
豆
諸
島
の
漁
業
と
、
亜
熱
帯
の

暖
海
で
展
開
さ
れ
る
小
笠
原
諸
島
の
漁
業
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

伊
豆
諸
島
の
主
な
漁
業
は
、
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど
の
底
魚
一
本
釣
漁

業
、
カ
ツ
オ
な
ど
の
ひ
き
縄
漁
業
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
採
藻
漁
業
、

イ
セ
エ
ビ
漁
業
な
ど
で
す
が
、
近
年
は
キ
ン
メ
ダ
イ
漁
が
中
心
と
な

っ
て
い
ま
す
。
伊
豆
諸
島
の
漁
場
で
は
、
関
東
・
東
海
を
中
心
に
他

県
の
漁
船
も
入
り
会
っ
て
操
業
し
て
い
る
の
で
、
漁
場
利
用
や
漁
業

調
整
に
緊
張
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
笠
原
諸
島
の
主
な
漁
業
は
、
カ
ジ
キ
類
・
マ
グ
ロ
類
の
立
て
縄

漁
業
、
ハ
マ
ダ
イ
な
ど
の
底
魚
一
本
釣
漁
業
、
シ
マ
ア
ジ
種
苗
生
産

な
ど
の
魚
類
養
殖
業
で
す
が
、
近
年
は
メ
カ
ジ
キ
漁
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
返
還
さ
れ
て
四
〇
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
漁
業
は
小
笠
原
の
基
幹
産
業
と
し
て
歩
み
続
け
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
の
島
の
漁
業
を
総
括
す
る
と
、
全
国
津
々

浦
々
の
漁
業
の
現
場
も
同
様
と
推
察
し
ま
す
が
、
伊
豆
諸
島
を
中
心

に
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
資
源

や
漁
獲
の
減
少
、
磯
焼
け
に
よ
る
藻
場
の
消
失
、
サ
メ
や
イ
ル
カ
に

よ
る
食
害
、
魚
価
の
低
迷
、
漁
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
、
漁
家
や
漁

協
の
経
営
不
振
な
ど
、
難
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
こ
の

情
勢
を
踏
ま
え
、
支
援
の
方
策
を
組
み
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

沖ノ鳥島の漁場調
査・監視を担う調査
船「興洋」（87トン、
小笠原父島港にて）。
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（
詳
細
は
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。「
水
産
業
振
興
プ

ラ
ン
」
で
検
索
す
る
と
参
照
で
き
ま
す
）。

言
う
ま
で
も
な
く
、
東
京
の
島
の
漁
業
振
興
を
担
う
主
体
は
、
一

一
島
の
漁
業
者
で
す
。
東
京
都
や
各
町
村
に
で
き
る
の
は
、
漁
業
振

興
の
支
援
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

厳
し
い
漁
業
の
情
勢
の
只
中
に
い
る
一
一
島
の
漁
業
者
だ
か
ら
こ

そ
、
東
京
都
や
町
村
の
支
援
を
活
用
し
て
、
島
の
存
在

感
や
活
力
の
一
翼
を
担
う
漁
業
を
、
現
実
的
か
つ
具
体

的
に
再
生
・
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

い
さ
さ
か
楽
観
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
筆
者
は
こ

の
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
災
害
復
興
、

漁
場
堅
持
、
販
路
開
拓
な
ど
、
困
難
な
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
き
た
島
の
漁
業
者
の
気
概
を
、
間
近
に
見
て
き

た
か
ら
で
す
。

火
山
噴
火
に
よ
っ
て
、
四
年
五
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た

り
全
島
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
三
宅
島
の
漁
業
者
は
、

漁
船
と
と
も
に
静
岡
県
下
田
市
に
避
難
し
て
、
脈
々
と

漁
業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
帰
島
が
叶
う

と
な
る
や
、
い
ち
早
く
三
宅
島
に
戻
っ
て
、
漁
業
の
再

生
と
島
の
復
興
に
奮
闘
努
力
し
て
い
ま
す
。

伊
豆
諸
島
の
漁
場
を
め
ぐ
る
大
中
型
ま
き
網
漁
業
と

の
漁
業
調
整
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
と
漁
場
堅
持
の

信
念
の
も
と
、
島
の
漁
業
者
は
粘
り
強
く
毅
然
と
交
渉

し
、
業
界
や
水
産
庁
の
譲
歩
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

八
丈
島
の
漁
協
女
性
部
は
、
八
丈
島
産
の
魚
を
都
内

の
学
校
給
食
に
供
給
す
べ
く
、
漁
業
の
資
料
提
供
や
出

特集 海と島の日本・Ⅴ
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前
講
座
な
ど
を
行
い
、
都
内
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
へ
の
販
路
開

拓
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
経
緯
は
一
八
年
度
の
『
水
産
白
書
』
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
本
誌
二
一
二
号
「
八
丈
島
の
魚
を
給
食
に
！

食

育
と
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
」
も
参
照
）。

東
京
の
広
大
な
海
で
展
開
さ
れ
る
漁
業
は
、
こ
う
し
た
島
の
漁
業

者
の
気
概
に
支
え
ら
れ
て
、
島
の
存
在
感
や
活
力
の
一
翼
を
担
っ
て

き
た
わ
け
で
す
。
筆
者
は
、
東
京
の
島
の
漁
業
者
の
気
骨
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

│
│
東
京
は
国
内
有
数
の
〈
海
洋
都
市
〉
で
あ
り
、
島
の
住
民
は
、

広
大
な
海
を
島
の
存
在
感
・
活
力
の
源
泉
に
し
て
い
く
気
概
を
持
つ

べ
き
で
あ
ろ
う
。
島
の
存
在
感
、
活
力
の
一
翼
を
担
う
漁
業
は
、
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
が
、
島
の
漁
業
者
の
気
概
が
困
難
を
切

り
拓
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
│
│
。

こ
れ
ま
で
披
露
し
て
き
た
持
論
は
、
言
わ
ば
、
演
歌
調
の
島
の
応

援
歌
で
す
。

筆
者
は
、
島
の
農
林
水
産
業
の
試
験
研
究
や
普
及
指
導
を
使
命
と

す
る
、
東
京
都
の
一
事
業
所
の
職
員
で
す
が
、
島
の
応
援
団
た
る
こ

と
を
仕
事
の
流
儀
に
し
て
い
ま
す
。
島
の
現
場
に
視
座
を
置
い
て
、

こ
の
道
の
プ
ロ
の
気
概
で
応
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
見
掛
け
倒
し
の
日
々
が
続
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
一
島
八
〇
〇
人
弱
の
島
の
漁
業
者
が
活
躍
す
る
東

京
の
海
で
は
、
現
在
、
伊
豆
諸
島
の
海
を
中
心
に
厄
介
な
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
の
事
例
は
、
噴
火
災
害
や
磯
焼
け
に
よ
る
テ
ン
グ
サ
な
ど
藻

場
の
荒
廃
で
す
。

平
成
一
二
年
の
噴
火
で
、
降
灰
や
泥
流
、
土
砂
崩
れ
な
ど
に
見
舞

わ
れ
た
三
宅
島
の
海
で
は
、
か
つ
て
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
た
テ

ン
グ
サ
漁
場
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
噴
火
後
八
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
マ
ク
サ
（
テ
ン
グ
サ
の
一
種
）
を
中
心
と
し
た

テ
ン
グ
サ
藻
場
は
、
ま
だ
ま
だ
荒
廃
し
て
い
ま
す
。

八
丈
島
の
海
で
は
、
平
成
一
〇
年
以
降
、
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
衰
退

が
進
み
、
最
近
五
年
間
で
は
テ
ン
グ
サ
の
水
揚
げ
は
皆
無
の
状
態
で
、

テ
ン
グ
サ
を
主
要
な
餌
と
す
る
特
産
の
フ
ク
ト
コ
ブ
シ
の
漁
獲
も
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
大
島
の
海
で
も
ア
ン
ト
ク
メ
（
コ
ン
ブ
科
の
海
藻
の
一
種
）

の
藻
場
が
平
成
一
〇
年
以
降
急
激
に
衰
退
し
、
ア
ン
ト
ク
メ
を
主
要

な
餌
と
す
る
特
産
の
サ
ザ
エ
も
急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
大
島
か

ら
八
丈
島
ま
で
、
伊
豆
諸
島
の
海
は
深
刻
な
「
磯
焼
け
」
状
態
と
い

え
ま
す
（
磯
焼
け
と
は
、
水
温
上
昇
や
ウ
ニ
類
や
魚
類
に
よ
る
食
害
な
ど
が
原

因
で
、
テ
ン
グ
サ
類
な
ど
の
有
用
な
海
藻
が
一
斉
に
枯
れ
る
現
象
。
磯
が
焼
け

跡
の
よ
う
に
見
え
ま
す
）。

第
二
の
事
例
は
、
サ
メ
や
イ
ル
カ
の
食
害
に
よ
る
漁
業
被
害
で
す
。

伊
豆
諸
島
の
代
表
的
な
漁
業
で
あ
る
底
魚
一
本
釣
漁
で
は
、
釣
針

磯
焼
け
が
す
す
む

島
々
の
藻
場
再
生
と
保
全
を
支
援
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特集 海と島の日本・Ⅴ

豊かな頃のテングサ漁場（八丈島、昭和59年）。

磯焼けが進行した八丈島のテングサ漁場（平成16年）。
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に
か
か
っ
た
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど
が
サ
メ
や
イ
ル
カ
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ

て
し
ま
う
被
害
が
多
発
し
、
被
害
額
は
億
単
位
に
の
ぼ
る
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
の
応
援
団
と
し
て
は
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
首
都
大
学
東
京
や
東
京
海
洋
大
学
、
都

漁
連
や
各
漁
協
な
ど
と
産
学
公
連
携
を
築
い
て
、

実
践
的
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

応
援
活
動
の
第
一
は
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
藻
場

の
再
生
・
保
全
対
策
で
す
。「
伊
豆
諸
島
を
再
び

日
本
一
の
テ
ン
グ
サ
の
生
産
地
に
」
を
合
言
葉
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
宅
島
の
海
で
は
、
テ
ン
グ
サ
類
（
オ
オ
ブ
サ
、

マ
ク
サ
）
の
生
育
状
況
を
、
噴
火
直
後
か
ら
継
続

し
て
潜
水
調
査
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
波
打
ち
際
の
岩
の
側
面
を
主
な
着

生
基
盤
と
し
て
い
る
オ
オ
ブ
サ
の
生
育
は
、
お
お

む
ね
良
好
に
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
水
深
三

〜
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
海
底
の
岩
盤
や
転
石
を
主
な

着
生
基
盤
と
し
て
い
る
マ
ク
サ
の
生
育
は
、
堆
積

し
た
火
山
灰
や
土
砂
の
残
存
影
響
が
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
漁
場
で
依
然
と
し
て
芳
し
く
な
い
と
の
結

論
を
得
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
マ
ク
サ
が
着
生
・
生
育
し
や
す
い
形

状
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
発
し
、
マ
ク
サ
漁
場
を
人
工
的
に
造
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
開
発
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
テ
ン
グ

サ
海
藻
礁
」
と
し
て
特
許
を
出
願
し
て
お
り
、
三
宅
島
の
海
で
そ
の

機
能
の
実
証
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
途
中
経
過
は
ま
ず
ま
ず

大島の漁場に設置したアントクメのスポアバッグ。

三宅島に設置したテングサ海藻礁
（平成18年12月1日）。

マクサが繁茂したテングサ海藻礁
（平成20年10月29日）。
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良
好
で
す
。

「
テ
ン
グ
サ
海
藻
礁
」
の
特
徴
は
大
き
く
二
点
あ
り
ま
す
。
一
点
は
、

ま
だ
ま
だ
残
存
し
て
い
る
火
山
灰
や
土
砂
が
堆
積
し
に
く
い
構
造
に

配
慮
し
た
こ
と
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
平
板
に
柱
状
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
取
り
付
け
て
、
な
る
べ
く
垂
直
面
が
多
く
な
る
よ
う
し
た
こ
と
で

す
。も

う
一
点
は
、
マ
ク
サ
が
千
切
れ
た
枝
な
ど
か
ら
で
も
繁
殖
す
る

特
性
（
栄
養
体
繁
殖
）
に
着
目
し
て
、
海
中
を
漂
う
マ
ク
サ
の
切
れ
枝

な
ど
を
効
率
的
に
付
着
さ
せ
る
工
夫
を
し
た
こ
と
で
す
。
軍
手
の
生

地
で
あ
る
化
学
繊
維
に
マ
ク
サ
の
切
れ
枝
な
ど
が
絡
み
つ
き
や
す
い

経
験
に
着
目
し
て
、
化
学
繊
維
を
巻
き
付
け
た
鉄
心
（
鉄
筋
）
を
柱

状
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
面
に
取
り
付
け
ま
し
た
（
前
頁
写
真
参
照
）。

一
方
、
八
丈
島
の
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
再
生
は
難
問
で
す
。
テ
ン
グ

サ
藻
場
が
衰
退
す
る
主
因
が
、
黒
潮
の
流
路
蛇
行
と
い
う
人
間
に
よ

る
制
御
が
不
能
な
海
況
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

黒
潮
や
黒
潮
の
南
側
の
海
域
は
高
水
温
・
低
栄
養
な
状
態
に
あ
る

の
で
、
黒
潮
が
八
丈
島
の
北
側
を
流
れ
る
と
、
八
丈
島
の
周
囲
は
高

水
温
・
低
栄
養
と
い
う
海
況
に
な
り
ま
す
。
テ
ン
グ
サ
の
生
長
期
で

あ
る
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
こ
う
し
た
高
水
温
・
低
栄
養
の
状
態

に
見
舞
わ
れ
る
と
、
テ
ン
グ
サ
の
生
長
は
阻
害
さ
れ
、
藻
場
は
衰
退

す
る
と
の
因
果
関
係
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
八
丈
島

で
は
こ
の
テ
ン
グ
サ
の
生
長
に
不
適
な
海
況
が
長
期
化
し
て
い
る
の

で
す
。

そ
こ
で
、
海
況
が
テ
ン
グ
サ
の
生
育
に
適
し
た
と
き
に
速
や
か
に

藻
場
を
再
生
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
わ
ず
か
に
残
る
テ
ン
グ
サ
の
繁

茂
場
を
保
護
（
施
肥
に
よ
る
栄
養
塩
供
給
や
カ
メ
な
ど
の
食
害
防
止
な
ど
）

し
て
母
藻
を
確
保
し
、
し
か
る
べ
き
と
き
の
移
植
に
備
え
る
方
策
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

大
島
の
ア
ン
ト
ク
メ
藻
場
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
大
島
の
海
で
の

ア
ン
ト
ク
メ
の
生
活
史
を
解
明
し
、
遊ゆ

う

走そ
う

子し

（
胞
子
の
一
種
）
を
有
効

に
活
用
す
る
藻
場
造
成
技
術
（
ア
ン
ト
ク
メ
か
ら
遊
走
子
が
放
出
さ
れ
る

七
月
〜
一
〇
月
に
、
ア
ン
ト
ク
メ
の
母
藻
を
袋
に
詰
め
て
漁
場
に
設
置
す
る
技

術
＝
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
法
）
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
、
テ
ン
グ

サ
藻
場
の
造
成
に
も
応
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
九
年
か
ら
は
、
大

島
町
が
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
法
に
よ
る
藻
場
造
成
事
業
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

特集 海と島の日本・Ⅴ

岩田
い わ た

哲
さとし

昭和27年富山県に生まれる。
同51年東京大学農学部卒業後、
民間勤務を経て、同52年に東
京都庁の職員となる。以後、
八丈島や伊豆大島に赴任して
水産業はじめ産業振興の仕事
に従事する。平成13年から4
年間、都漁連に派遣され、指
導室長・専務理事を歴任。同
17年に都庁に戻り、島しょ農
林水産総合センター所長とし
て都内全域の水産業と、島し
ょ地域の農業の試験研究・普
及指導を担っている。自称
「島の応援団」。



36

応
援
の
第
二
は
、
サ
メ
や
イ
ル
カ
の
漁
業
被
害
対
策
で
す
。

こ
れ
ま
で
サ
メ
の
漁
業
被
害
対
策
は
、
漁
業
被
害
実
態
調
査
、
利

用
加
工
技
術
開
発
、
捕
獲
駆
除
の
三
本
柱
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

漁
業
被
害
実
態
調
査
で
は
、
当
事
業
所
の
調
査
船
に
よ
る
漁
獲
調

査
、
胃
内
容
物
調
査
や
、
漁
業
者
の
協
力
に
よ
る
被
害
状
況
の
報
告
、

聞
き
取
り
を
も
と
に
、
被
害
を
及
ぼ
す
サ
メ
の
種

類
、
被
害
を
受
け
る
漁
業
種
類
な
ど
の
被
害
の
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
サ
メ
用
の
漁
具
や
忌

避
装
置
な
ど
の
検
証
・
情
報
収
集
、
船
上
で
も
判

定
で
き
る
サ
メ
類
の
簡
易
査
定
法
の
開
発
、
被
害

額
の
試
算
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

参
考
と
し
て
八
丈
島
で
の
実
態
調
査
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

八
丈
島
周
辺
海
域
で
漁
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
サ

メ
類
は
、
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
目
二
科
二
種
と
メ
ジ
ロ
ザ

メ
目
二
科
一
一
種
の
計
一
三
種
で
あ
る
こ
と
。
被

害
を
受
け
る
漁
業
種
類
は
、
ア
オ
ダ
イ
や
キ
ン
メ

ダ
イ
な
ど
が
対
象
の
底
魚
一
本
釣
漁
業
と
、
ハ
マ

ト
ビ
ウ
オ
が
対
象
の
流
し
刺
網
漁
業
で
あ
る
こ
と
。

ア
オ
ダ
イ
に
被
害
を
及
ぼ
す
主
な
サ
メ
は
、
ク
ロ

ト
ガ
リ
ザ
メ
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ザ
メ
、
イ
タ
チ
ザ
メ
で
あ
る
こ
と
。
キ

ン
メ
ダ
イ
に
被
害
を
及
ぼ
す
主
な
サ
メ
は
、
ク
ロ
ト
ガ
リ
ザ
メ
、
ヨ

ゴ
レ
、
ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
で
あ
る
こ
と
。

ハ
マ
ト
ビ
ウ
オ
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
も
な
サ
メ
は
、
ド
タ
ブ
カ
で

あ
る
こ
と
。
被
害
の
発
生
率
は
、
漁
場
に
よ
る
差
異
が
あ
り
、
二
〜

二
〇
％
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
被
害
額
は
、
平
均
で
六
〇
〇
〇
万
円

弱
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
伊
豆
諸
島
海
域
の
漁
業
被
害
実
態
調
査
の
内
容
を
中
心
と

大島町でのサメ料
理の試食会（平成
18年2月17日）。

『サメ漁業被害対
策ハンドブック』
（表紙写真は八丈
島のアオダイ漁場
で捕獲したアオザ
メ）。

被
害
額
が
億
単
位
に
の
ぼ
る

サ
メ
や
イ
ル
カ
の
食
害
対
策
も
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し
た
、
漁
業
者
や
一
般
向
け
の
『
サ
メ
漁
業
被
害
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
を
発
行
し
、
広
く
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
前
頁
写
真
）。

利
用
加
工
技
術
開
発
は
、
サ
メ
資
源
の
有
効
利
用
や
、
食
利
用
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
メ

肉
は
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
が
す
る
た
め
に
、
一
般
に
食
利
用
に
は
敬
遠
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
伊
豆
諸
島
で
も
若
干
「
く
さ
や
」
の
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
程
度
で
す
。
問
題
の
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
に
つ
い
て
は
、

サ
メ
肉
を
丁
寧
に
水
で
晒
す
こ
と
に
よ
り
十
分
軽
減
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
、
白
く
見
た
目
の
良
い
す
り
身
も
比
較
的
簡
単
に
作
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
伊
豆
大
島
漁
協
女
性
部
の
協
力
を
得
て
、
サ
メ
肉
や
す

り
身
を
利
用
し
た
料
理
や
加
工
品
の
試
作
を
行
い
、
そ
の
成
果
で
あ

る
フ
ラ
イ
・
さ
つ
ま
揚
げ
・
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
試
食
会
を
大
島
で

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果

も
あ
り
、
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
が
大
島
町
の
学
校
給
食
に
利
用
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
メ
の
捕
獲
駆
除
は
、
東
京
都
の
補
助
事
業
と
し
て
、
平
成
一
七

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
島
か
ら
小
笠
原
ま
で
の
七
漁
協
が

参
加
し
て
お
り
、
毎
年
、
百
数
十
尾
の
サ
メ
を
捕
獲
駆
除
し
て
い
ま

す
。
当
事
業
所
の
調
査
船
も
捕
獲
駆
除
の
協
力
や
、
漁
協
の
要
請
に

基
づ
く
捕
獲
調
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
イ
ル
カ
の
漁
業
被
害
対
策
で
す
が
、
サ
メ
と
同
様
と
は
い

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
漁
業
に
被
害
を
与
え
る
イ
ル
カ
、
観
光
の
目

玉
で
あ
る
イ
ル
カ
、
環
境
保
護
の
象
徴
と
な
る
イ
ル
カ
と
い
う
具
合

に
、
イ
ル
カ
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
利
害
や
意
見
は
複
雑
で
あ
り
、
ま

た
、
イ
ル
カ
の
捕
獲
に
は
国
の
許
可
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
イ
ル
カ
の
漁
業
被
害
の
実
態
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
、

忌
避
装
置
の
効
果
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
調
査
を

進
め
、
国
や
関
係
者
と
の
イ
ル
カ
の
漁
業
被
害
対
策
の
調
整
を
目
指

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
島
の
応
援
団
」
と
し
て
、
一
一
島
二
万
八
〇
〇
〇
人
の
島
の
住
民

が
支
え
、
八
〇
〇
人
弱
の
漁
業
者
が
活
躍
す
る
舞
台
で
あ
る
広
大
な

東
京
の
海
を
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い

ま
す
。

■

特集 海と島の日本・Ⅴ


